
相談支援体制の充実・強化に向けた取組について（平成30年４月６日付札障第157号）の解説 ～委託相談支援事業所が担う「業務推進支援」と「後方支援」の具体的役割（イメージ図）
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【 個別の相談者に対峙した場合の後方支援 】

（後方から業務推進支援を行うことを基本としケースバイケース）

業務推進支援①：受け入れ調整、情報提供、方針・手順の協議、アセス

メント

業務推進支援②：面談同席等、連携（一般的な意味の） → 「小さな

連携（ケースワーク）」

業務推進支援③：委託が引き受けて計画相談対象ケースへ変容させ、①

へ

※必ず①～③全てを段階的に実施しなければならない訳ではなく、地域

の実情に合わせてケースバイケースで支援メニューを選定し、委託・指

定双方合意のもと業務推進支援を実施していく

【 連携（「相談支援体制の充実・強化に向けた取組について」における意
味の）→ 「大きな連携（コミュニティワーク」 】

交流会、意見交換会、地域事検討会、レベルアップする勉強会

全体的には「事例＝個別ケース」を意図しています

「相談支援体制の充実・強化に向けた取組について」本体

一方、赤線部は「体制に向かうための連携」とあり、地域づくりも

含まれます。

委託の役割① 指定への業務推進支援

委託の役割② 指定と連携
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